
主要機器６
⑴ 化学担当

⑵ 微生物担当

品 目 取得年月日 メーカー 型 式 備 考
ガスクロマトグラフ質量分析計 Ｈ１８．２．１０ アジレントテクノロジー㈱ Agilent 5975 inert MSD

高速液体クロマトグラフ質量分析装置 Ｈ２１．９．７ アジレントテクノロジー㈱ HPLC1200 MS/MS6460A MS/MS,PDA

有機化合物クリーンアップGPCシステム Ｈ２１．１２．１８ ジーエルサイエンス㈱ G-PREF GPC8100single

ロータリーエバポレーターシステム Ｈ２６．１０．２４ 日本ビュッヒ㈱ R210V+P-5

ガスクロマトグラフ質量分析装置 Ｈ２８．１１．２８ アジレントテクノロジー㈱ 7890B-7000D MS/MS

高速液体クロマトグラフ質量分析装置 Ｈ２９．７．２４ ㈱エービー・サイエックス QTRAP4500 窒素ガス発生装置

冷却高速遠心機 Ｈ３０．１１．２６ ㈱コクサン H-9R

冷却高速遠心機 Ｒ ２．１０．２６ ㈱コクサン H-80Rα

高速液体クロマトグラフ質量分析装置 Ｒ ３．１０．２６ アジレントテクノロジー㈱ 1260InfinityⅡ-Ultivo MS/MS

純水・超純水製造装置 Ｒ ４．１．２１ メルク㈱ Milli-Q IQ 7010 100L

分光光度計 Ｒ ４．９．３０ ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰ・ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ㈱ GENESYS180 オートシッパ

品 目 取得年月日 メーカー 型 式 備 考
パルスフィールド泳動装置 Ｈ１０．３．３１ 日本バイオラッドボラトリズ㈱ CHEF-DRⅢﾁﾗｰｼｽﾃﾑ
電子顕微鏡 Ｈ１５．３．２７ 日本電子㈱ JEM-1230,JSM-6360LV
ジェネティックアナライザ Ｈ２０．１２．２５ アプライドバイオシステムジャパン㈱ 3130 xl-100
パルスフィールド泳動装置 Ｈ２１．１０．１ 日本バイオラッドボラトリズ㈱ CHEF-DRⅢﾁﾗｰｼｽﾃﾑ
超高速遠心機一式 Ｈ２２．３．１６ 日立工機㈱ CW80WX
リアルタイムPCR装置 Ｈ２６．１２．１７ ロッシュ・ダイアグノスティックス㈱ Light Cycler DX400(2.0)
冷却高速遠心機 Ｈ２７．１．１５ 日立工機㈱ CR21N
システム顕微鏡 Ｈ２８．２．１８ オリンパス㈱ BX53F
遺伝子増幅装置（LAMP装置） Ｈ３１．２．１３ 栄研化学㈱ LoopampEXIA
核酸自動抽出機 Ｒ ２．４．１５ ㈱キアゲン QIAcube Connect
リアルタイムPCR装置 Ｒ ２．４．１６ ロッシュ・ダイアグノスティックス㈱ LightCycler 96ｼｽﾃﾑ
安全キャビネット Ｒ ２．８．２ 日本エアーテック㈱ BHC-1307ⅡA2S
核酸自動抽出機 Ｒ ２．１２．１０ ㈱キアゲン QIAcube Connect
リアルタイムPCR装置 Ｒ ２．１２．１７ アプライドバイオシステムジャパン㈱ QuantStudio5
遺伝子取り込み・解析装置 Ｒ ３．１．２１ 日本バイオラッドボラトリズ㈱ Gel Doc GO
ジェネティックアナライザ Ｒ ３．２．２４ Thermo Fisher Scientific SeqStudio GeneticAnalyz
安全キャビネット Ｒ ３．３．３ 日本エアーテック㈱ BHC-1310ⅡA2S
安全キャビネット Ｒ ３．３．３ 日本エアーテック㈱ BHC-1310ⅡA2S
リアルタイムPCR装置 Ｒ ３．１０．７ ロッシュ・ダイアグノスティックス㈱ LightCycler 96ｼｽﾃﾑ
リアルタイムPCR装置 Ｒ ４．１０．２６ ロッシュ・ダイアグノスティックス㈱ LightCycler 96ｼｽﾃﾑ
次世代シーケンサー Ｒ ４．１２．２２ イルミナ株式会社 illumina iseq100
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⑶ 大気・特定化学物質担当

品 目 取得年月日 メーカー 型 式 備 考
γ線核種分析装置 Ｈ２４．３．９ キャンベラジャパン㈱ GC3018 文部科学省※備品

サーベイメーター Ｈ２４．３．２７ 日立アロカメディカル㈱ TCS-171B 文部科学省※備品

イオンクロマトグラフ Ｈ２５．１２．２４ 日本ダイオネクス㈱ ICS-1600

微小粒子状物質ローボリウムエアーサンプラー Ｈ２７．１０．１６ ムラタ計測機器サービス㈱ MCAS-SJA ３台

恒温恒湿チャンバー Ｈ２７．１１．２０ ヤマト科学㈱ FCCZ

ミクロ天秤 Ｈ２７．１１．２０ メトラー・トレド㈱ XPE26V

炭素分析計 Ｈ２７．１０．１３ Sunset Laboratory Inc. CAA-202M-D

マイクロ波試料前処理装置 Ｈ２７．１０．２３ マイルストーン㈱ ETHOS UP

小型冷却遠心機 Ｈ２８．１２．７ 日立工機㈱ CF6RN

超純水製造装置（蒸留水製造装置） Ｈ２９．３．２２ アドバンテック東洋㈱ RFD382NC

VOC分析用前処理装置 Ｈ３０．１２．１７ エンテック社 3100D,4700,7200/7016D

ベータ線自動測定装置 Ｈ３１．１．１５ ㈱日立製作所 JDC-5200 原子力規制庁備品

モニタリングポスト Ｒ １．１２．１７ ㈱日立製作所 MAR-22 原子力規制庁備品

ガスクロマトグラフ質量分析装置一式 Ｒ ２．２．７ アジレント・テクノロジー㈱ Agilent 5977B 8890 GC/M

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置 Ｒ ３．３．１５ ㈱リガク NEX-CG

モニタリングポスト Ｒ ３．１２．１５ ㈱日立製作所 MAR-22 原子力規制庁備品

高速液体クロマトグラフ Ｒ ３．１０．２０ ㈱島津製作所 Prominence

ガスクロマトグラフ質量分析装置一式 Ｒ ３．１１．２５ ㈱島津製作所 GC-MS-QP2020NX

気中水銀測定装置 Ｒ ３．１２．１６ 日本ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ㈱ マーキュリーWA-4-5A

超純水製造装置 Ｒ ４．１２．１３ アドバンテック東洋㈱ RFU665HA

酸蒸気容器洗浄装置 Ｒ ５．１．１３ マイルストーンゼネラル㈱ traceCLEAN TC000300

モニタリングポスト Ｒ ５．３．２３ 日本レイテック㈱ MAR-23 原子力規制庁備品※備品３台

※現在は原子力規制庁
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⑷ 水質担当

品 目 取得年月日 メーカー 型 式 備 考
高速液体クロマトグラフ Ｈ２４．１０．１７ ㈱島津製作所 ProminenceLC-20AD

冷却高速遠心機 Ｈ２５．１１．２９ ㈱コクサン H-2000B

サリノメーター（卓上塩分計） Ｈ２７．１１．１９ ㈱鶴見精機 Digi-AutoMODEEL6

ICP発光分光分析装置 Ｈ２７．１１．２４ ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰ•ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ㈱ iCAP7400Duo

水分析用自動固相抽出装置 Ｈ２８．１２．１２ ジーエルサイエンス㈱ ASPE-899

密度比重計 Ｈ２９．８．８ 京都電子工業㈱ DA-640

ガスクロマトグラフ質量分析計 Ｈ２９．９．２２ ㈱島津製作所 GCMS-QP2020,HS-20 ヘッドスペースオートサンプラー付

全有機炭素分析計 Ｈ３０．３．１５ ㈱三菱ケミカルアナリテック TOC-310V

ガスクロマトグラフ質量分析計 Ｈ３０．１０．１９ ㈱島津製作所 GCMS-TQ8040

携帯型DO計 Ｈ３０．１１．３０ セントラル科学㈱ Multi3510 環境省備品

携帯型DO計 Ｒ １．１２．１９ セントラル科学㈱ Multi3510 環境省備品

pH自動測定器 Ｒ １．８．２７ 東亜ディーケーケー㈱ MM-43X型他 多検体pH、EC測定装置

水質自動分析計（オートアナライザー） Ｒ １．８．２９ ビーエルテック㈱ SWAAT,SYNCA

ガスクロマトグラフ分析計 Ｒ １．９．３０ アジレントテクノロジー㈱ 7890B(ECD) ECD検出器

積分球式濁度計 Ｒ ２．９．８ 日本電色工業㈱ WA-6000T

全自動還元気化水銀測定装置 Ｒ ２．１０．２３ 日本インスツルメンツ㈱ RA-4500

ICP質量分析装置 Ｒ ２．１１．１７ ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰ•ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ㈱ iCAPRQ

恒温分解システム Ｒ ３．２．１８ ジーエルサイエンス㈱ DigiPREPシステムC

イオンクロマトグラフ Ｒ ３．１０．５ 東ソー㈱ IC8100EX,IC-8100ST

超純水・純水製造装置 Ｒ ４．１１．３０ メルク㈱ MilliQ IQ7010

原子吸光分析装置 Ｒ ５．２．２８ アジレントテクノロジー㈱ 240FS AA 水素化物発生装置

GC-MS用超高純度水素ガス発生装置 Ｒ ５．３．２２ LNI Swissgas社 HG PRO260
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業務概要７
⑴ 企画・管理担当

企画・管理担当は、予算執行等の管理的業務とと
もに、調査研究に関する総合調整及び評価、衛生及
び環境教育の技術指導に関する企画・調整、衛生及
び環境情報の収集及び解析、研修指導及び精度管理
に関する企画・調整、衛生及び環境に係る広報等を
主な業務としている。

ア 調査研究の調整及び評価

（ア）内部評価委員会
センターで実施する調査研究課題について、本庁

関係課・室及びセンター職員で構成する内部評価委
員会において、事前評価、中間評価、事後評価、追
跡評価を実施する。また、試験検査業務の業務評価
を行う。
（イ）外部評価委員会

内部評価委員会で選定された調査研究課題につい
て、有識者で構成する外部評価委員会で評価を行
う。
（ウ）調査研究報告会

年度内の調査研究結果の報告会を行う。

イ 環境・衛生教育

令和４年度は新型コロナウイルス感染症のため未
実施となったが、６月の環境月間に例年地元の小学
校３年生を対象に、実習や施設見学を通して環境や
健康の大切さを学ぶ体験学習を行っている。

また、各種団体からの依頼による体験学習や研修
の受け入れも行っている。

ウ 情報の整備

所内LANを構築し、同時に複数のクライアント
からサーバ上のデータを利用することができるよう
になり、業務の効率化が図られている。

関係担当において、これまでに次のシステムを開
発し、これらのシステムの改良やデータの更新等の
運用・管理が行われている。

①温泉情報データベース
②公共用水域水質測定管理
③地下水水質測定管理
④大気常時測定結果管理

⑤酸性雨測定結果管理
⑥備品管理
⑦公用車予約管理
⑧会議室・分析機器の予約管理

エ 広報

広報誌「衛生環境研究センターだより」はトピッ
クスとして「クワズイモの誤食に注意～植物性自然
毒について～」及び「大分県気候変動適応センター
について」、調査研究の紹介として「公共用水域に
おける４-t-オクチルフェノールの測定」などの内容
を掲載しており、県内各保健所、市町村等関係機関
に配布した。

また、衛生環境研究センターのホームページで、
当センターの施設や業務の紹介、感染症情報等につ
いて情報提供している。また、調査研究課題、外部
評価結果及び研修指導など、時期に応じて速やかに
公表している。
（URL http : //www.pref.oita.jp/site/13002/）
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⑵ 化学担当

化学担当は、食品衛生法、食品表示法、医薬品，
医療機器等の品質，有効性及び安全性に関する法
律、有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法
律などに基づく行政検査や依頼検査のほか、それぞ
れの分野に関連した調査研究、研修指導等を主たる
業務としている。

これらの業務の概要は、次のとおりである。

ア 食品衛生に関する業務

（ア）行政検査
食品衛生法に基づき食品・生活衛生課が策定した

大分県食品衛生監視指導計画により、県特産食品、
県内広域に流通する食品、輸入食品を重点に、以下
の項目について、県下５ブロックの食品衛生監視機
動班が収去・搬入した食品及び食中毒、違反・苦情
食品の検査を行う。

ａ 残留農薬
県産あるいは輸入野菜・果物等に残留する農薬

の検査を３０検体で行った。また、一斉試験法の測
定項目の拡大を随時検討し、現在では３１４項目４４０
成分（GC２８１成分、LC１５９成分、一部重複あり）
が測定可能である。
ｂ 動物用医薬品（合成抗菌剤、抗生物質等）

市販されている食肉、鶏卵、養殖魚介類等に残
留する合成抗菌剤及び抗生物質等の検査を６０検体
で行った。現在では９１項目１１５成分が測定可能で
ある。
ｃ 食品添加物

市販されている県産の漬物等について、合成保
存料（ソルビン酸、安息香酸等）や漂白剤、甘味
料、発色剤の検査を３９検体で行った。
ｄ 特定原材料（アレルギー物質）検査

アレルギー物質７品目（乳、卵、小麦、そば、
落花生、えび、かに）を使用している場合は、そ
の旨を表示する義務がある。流通している食品で
使用表示のない２０検体について検査を行った。

イ 家庭用品に関する業務

薬務室の行政検査として、有害物質を含有する家
庭用品の規制に関する法律に基づき、市販の乳幼児
用衣類おむつ、下着等に使用されているホルムアル
デヒドの残留量検査を２０検体、アゾ化合物の残留量
検査を５検体について行った。

ウ 薬事に関する業務

GMP（医薬品及び医薬部外品の製造管理及び品
質管理の基準）調査要領に基づき、組織や品質マニュ
アル等を整備し公的認定検査機関として、平成２５年
３月２５日認定を受けた。

エ 食品衛生検査施設における検査等の業務管理

（GLP : Good Laboratory Practice）
内部点検標準作業書（SOP : Standard Operating

Procedure）に基づき、信頼性確保部門責任者によ
る内部点検を実施している。

（ア）外部精度管理
食品衛生外部精度管理事業として、食品薬品安全

センター秦野研究所が実施している外部精度管理に
参加し、食品添加物（ソルビン酸）、動物用医薬品
（スルファジミジン）及び農薬３成分（クロルピリ
ホス、ダイアジノン、アトラジン）について精度管
理を実施している。

（イ）妥当性評価
平成２２年１２月２４日、厚生労働省部長通知を受け、

以下食品について終了している。
・動物用医薬品

牛の筋肉、豚の筋肉、鶏の筋肉、鶏の卵、すずき
目魚類、さけ目魚類、甲殻類、その他の魚類（か
れい目）

・残留農薬
きゅうり、トマト、日本なし、かんしょ、だいこ
んの根、ねぎ、ピーマン、その他のかんきつ類（
かぼす）

オ 調査研究

・LC-MS/MSを用いた自然毒（キノコ毒）分析法
の検討
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区 分
項 目 検 体 数 成 分 数

総 件 数 ６８２ ５９，０９６

◎行 政 検 査
残留農薬 ３０ ４，１４０
動物用医薬品 ６０ ６，９００
食品添加物 ３９ ２８０
アレルギー物質 ２０ ４０

食品衛生 ヒスタミン １０ １０
食中毒 ７ ７
違反・苦情食品
スクリーニング

計 １６６ １１，３７７
薬事衛生
家庭用品 ２０ １４５

小 計 １８６ １１，５２２

◎依頼検査
食品衛生

小 計 ０ ０

◎調 査 研 究
残留農薬・動物性医薬品
遺伝子検査
危機管理対策 ６９ １０５
食品添加物
家庭用品

小 計 ６９ １０５

◎精度管理・妥当性評価 ４２７ ４７，４６９
小 計 ４２７ ４７，４６９

表１ 令和４年度業務実績（化学担当）
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⑶ 微生物担当

微生物担当の業務は、細菌、ウイルス、リケッチ
アおよび血清免疫学等に関する各分野の行政検査、
委託業務検査、依頼検査、調査研究ならびに検査技
術の研修・指導などである。

行政検査では、感染症、食中毒、収去食品等の検
査、公共用水域や海水浴場等の水質検査、公衆浴場
水等のレジオネラ属菌検査、特定性感染症（クラミ
ジア、エイズ等）の検査および保健所からの依頼に
よる検査を行っている。

委託業務検査では、厚生労働省の感染症流行予測
事業、大分市（中核市）との委託契約に基づく食品
等の微生物学的検査および検疫所との委託契約に基
づく検疫感染症検査を行っている。

依頼検査では、飲用温泉水の細菌検査（一般細菌
数、大腸菌群）などを行っている。

調査研究では、感染症・食中毒の動態及び疫学に
関する研究や新しい検査方法の開発・導入に関する
研究等に取り組んでおり、その一部は国や他の地方
衛生研究所等との共同研究（分担研究、研究協力を
含む）である。

研修・指導業務では、主に保健所の検査担当者を
対象とした検査実技等の研修を行うとともに、「大
分県試験検査精度管理事業実施要綱」に基づき微生
物部門の精度管理を実施している。また、「大分県
衛生環境研究センター研修生取扱要綱」に基づき県
内の臨床検査技師専門学校の臨地実習等を行ってい
る。

このほか、県感染症対策課内に設置されている大
分県感染症情報センターに対して、感染症情報の収
集・解析・還元等の業務支援を行っている。

ア 感染症

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に
関する法律」に基づき実施している大分県感染症発
生動向調査事業における全数把握疾病について、
２０２２年は、結核１６９人、腸管出血性大腸菌感染症３１
人、腸チフス１人、Ａ型肝炎１人、重症熱性血小板減
少症候群７人、つつが虫病２２人、デング熱１人、日本
紅斑熱４人、マラリア１人、レジオネラ症１９人、アメー
バ赤痢２人、ウイルス性肝炎（Ｅ型及びＡ型除く）２
人、カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症２０人、
クロイツフェルト・ヤコブ病１人、劇症型溶血性レ
ンサ球菌感染症１人、後天性免疫不全症候群６人、侵

襲性インフルエンザ菌感染症３人、侵襲性肺炎球菌
感染症６人、水痘（患者が入院を要すると認められ
るものに限る。）３人、梅毒８４人、播種性クリプト
コックス症４人、破傷風２人、バンコマイシン耐性腸
球菌感染症１４人、百日咳１人、麻しん１人の報告があっ
た。なお、２０２０年２月に全数把握の指定感染症とし
て定められた新型コロナウイルス感染症は、２０２１年
２月１３日から新型インフルエンザ等感染症に位置づ
けられ、２０２２年は２４３，４５８人が報告された。

腸管出血性大腸菌（EHEC）感染症３１人の原因菌
の血清型（ベロ毒素型）は、O1５７（VT２）が１３人、
O１５７（VT１・２）が１０人、Ｏ２６（VT１）、O１２１（VT２）
及 びOUT（VT１）が 各２人、O１２５（VT１）、O１４６
（VT２）が各１人であった。食中毒や施設等での集
団的発生事例はなく、家庭内感染または散発事例で
あった。

当所では同調査事業の一環として、検査定点で採
取した臨床検体からの原因微生物検索を行っている
が、２０２１年と２０２２年は新型コロナウイルス感染症の
検査対応に忙殺され、ウイルス検査の受付を中止し
た。細菌関係は溶血性レンサ球菌感染症及び感染性
胃腸炎の検体を検査した。２０２２年は、溶血性レンサ
球菌感染症では４３検体を検査し、１２検体（２８％）か
らA群溶血性レンサ球菌を分離した。そのT型内訳
は、T-１２型５株、T-B３２６４型５株、T-１３型１株、型別不
能が１株であった。細菌性感染性胃腸炎では、６９検
体を検査し、３７検体（５４％）から下痢症起因細菌を
検出した。その内訳はサルモネラが３０株と多く、次
いでEPECが６株、カンピロバクター２株、EHEC O
１４６（VT２）１株、黄色ブドウ球菌２株（複数菌検出
検体あり）であった。

麻しん及び風しんは、排除状態の達成と維持のた
め、県（現、感染症対策課）通知に基づき、感染が
強く疑われる患者全員の麻しん及び風しんウイルス
のPCR検査を実施している。２０２２年は１名１検体（大
分市からの依頼）の検査を実施し、麻しんウイルス
を検出した（海外渡航者）。

新型コロナウイルスについては、２０２０年２月から
検査を開始し、２０２２年は４６，０９６検体のPCR検査を実
施した。

イ 食中毒

２０２２年に微生物による食中毒が疑われた検査は８
事例（他自治体からの依頼も含む）で、昨年に続き
例年より少なかった。この内、細菌関係では７事例
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を検査し、２事例からカンピロバクター、１事例から
ウエルシュ菌、１事例からEscherichia albertii、１
事例からKudoa septempunctataを検出した。ウイル
ス関係では１事例を検査し、ノロウイルスGIIを検
出した。保健所等の疫学調査の結果、３事例が微生
物を原因とする食中毒事件（他県事例を除く）と断
定された。

ウ 感染症流行予測事業

厚生労働省の感染症流行予測事業に基づき、県産
豚の血液を対象に日本脳炎の感染源調査を毎年行っ
てきたが、２０２１年と２０２２年は新型コロナウイルス検
査に注力するため調査を行っていない。

エ インフルエンザ

２０２２年の年間定点当たりの報告数は、３．２４人（実
報告数１８８人）で、例年に比べ極めて少なかったが、
２０２１年の０．１２人（実数７人）よりは増えた。２０２１／２０２２
シーズンの報告はほぼなく、第８週に一時に増加し
たが、その後終息した。２０２２／２０２３シーズンでは、
２０２２年第５０週から報告が増加し始め、２０２３年の第３
週に注意報発令基準の定点当たり１０人を超え
（１０．４０）、第６週にピーク（２０．９５）を迎えた。なお、
新型コロナウイルスの検査数の増大に対応するため
インフルエンザウイルスの検査は行っていない。

オ 食品検査

大分県食品衛生監視機動班等が収去した食品８９検
体について、食中毒起因菌及び抗生物質等を検査し
た。食用肉では３０検体中、黄色ブドウ球菌が８件、
サルモネラ属菌が４件、カンピロバクターが２件検出
された（重複検出２検体）が、病原性大腸菌と抗生
物質は不検出であった。県産鶏卵１０検体についてサ
ルモネラ属菌と抗生物質、輸入及び県内産の養殖魚
介類２０検体について抗生物質の検査を行い、全て不
検出であった。県産ミネラルウォーター１０検体の検
査では、大腸菌群は全て不検出で、原水の基準であ
る１００cfu/mLを超える一般細菌数が検出された検体
はなかった。二枚貝（生カキ）９検体からはノロウ
イルス遺伝子は検出されなかった。うち生食用殻付
きカキ４検体はすべて食品衛生法の成分規格に適合
していた。

カ 水の検査

２０２２年度から水質汚濁防止法等に基づく公共用水

域の河川等の環境水調査の大腸菌の項目が外部委託
となったため、その分の検査はなくなったが、海水
浴場水の大腸菌数（３６検体）とEHEC O１５７（９検体）
の検査、鳥インフルエンザで処分された鶏の埋却地
周辺の河川水（１８検体）の大腸菌数等の検査を行っ
た。

公衆浴場水は、２９施設の５７検体（浴槽水２９検体と
湯口水２８検体）について、微生物検査を実施し、５７
検体中１６検体（２８％）からレジオネラ属菌が検出さ
れた。内訳は「掛け流し施設」では浴槽水１４検体中
６検体（４３％）、湯口水１４検体中２検体（１４％）で、
「循環式施設」では浴槽水１４検体中４検体（２９％）、
湯口水１３検体中３検体（２３％）、「非循環式施設」で
は浴槽水１検体中１検体（１００％）、湯口水１検体中０検
体（０％）であった。

キ 血清学的検査等

（ア）リケッチアに対する抗体検査
日本紅斑熱を疑う患者（大分市含む）のペア血清

４件８検体について抗‐日本紅斑熱リケッチア抗体
（IgG、IgM）を検査した。同時に患者皮膚のマダ
ニ刺口部痂皮１１体について日本紅斑熱リケッチア遺
伝子を検査し、３検体が陽性であった。
（イ） HIV抗体等の検査

「大分県HIV抗体検査実施要領」に基づくHIV抗
体の確定検査等（大分市含む）は１件で、結果は陽
性であった。また、「福祉保健部及び生活環境部医
療従事者等職員のB型肝炎感染防止対策実施要綱」
による保健所職員等のHBs抗原・抗体について、各
１０８検体計２１６成分の検査を実施した。２００７年度から
大分県特定感染症検査事業としてクラミジアとＣ型
肝炎ウイルス（HCV）の検査を実施しているが、
２０２２年度はクラミジアPCR検査を５７件実施し陽性４
件、HCV検査は１件で結果は陰性であった。

ク 調査研究

新型コロナウイルスの全ゲノム解析や腸管出血性
大腸菌や薬剤耐性菌の分子疫学的調査、ウイルス・
リケッチア等の検査法の検討等に取り組んだ。

ケ 研修指導

保健所検査室等の検査担当者を対象に、検査業務
に関する精度管理（サルモネラ属菌）を実施した。
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区 分
項 目 検 体 数 成 分 数

総 件 数 １８，９０４ ２４，５３５

◎行政検査
（病原体分離・同定・検出）
感染症 １７，２５７ ２１，６４２
食中毒 ６４ ２３５
食品 ９３ ２８５
水質検査 １２０ ４２０
その他 ０ ０
（血清検査）
エイズ ０ ０
Ｂ型肝炎 ２１６ ２１６
その他（Ｃ型肝炎等）

小 計 １７，７５０ ２２，７９８

◎委託業務検査
感染症流行予測調査 ０ ０
食中毒・食品・血清等（大分市） １３ ３３

小 計 １３ ３３

◎依頼検査
（病原体分離・同定・検出）
飲用水 ０ ０
（血清検査）
つつが虫病 ０ ０

小 計 ０ ０

◎調査研究
共同研究 ０ ０
感染症疫学調査研究 ９５４ １，０４６
食中毒病原体調査研究 ９１ １３２
検査法開発導入調査研究 ９６ ５２６

小 計 １，１４１ １，７０４

◎精度管理 ３３ １２８
小 計 ３３ １２８

表２ 令和４年度業務実績（微生物担当）
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⑷ 大気・特定化学物質担当

大気・特定化学物質担当は、大気汚染や特定化学
物質の環境保全対策に資するため、法律等に基づく
行政検査、委託検査業務並びに調査研究業務を主た
る業務としている。

ア 行政検査

（ア）大気汚染の常時監視
大気汚染防止法に基づき、昭和４６年度からテレ

メータシステムで監視を行っている。令和４年度は、
大気汚染状況の常時監視を県内１０か所においてオン
ラインシステムで二酸化硫黄、窒素酸化物、浮遊粒
子状物質、光化学オキシダント、微小粒子状物質
（PM２．５）及び風向・風速を測定している。

平成２７年１０月からは２地点で微小粒子状物質の成
分分析を開始している。

（イ）交通環境・一般環境の大気測定調査
常時監視測定局が設置されていない道路沿道など

の地域の大気汚染物質濃度（二酸化硫黄、窒素酸化
物、浮遊粒子状物質、一酸化炭素、光化学オキシダ
ント）の実態を把握するため行った。

（ウ）有害大気汚染物質調査
大気汚染防止法に基づき、平成９年度から一般環

境等における揮発性有機化合物（VOC）等の有害
大気汚染物質についてモニタリング調査を行ってい
る。令和４年度は、行政検査により５市の一般環境等
において調査を行った。

（エ）浮遊粉じん調査
浮遊粉じんによる大気の汚染状況を把握するた

め、令和４年度は、行政検査により重金属成分等の
調査を１市の固定発生源周辺で行った。

イ 委託検査業務

（ア）環境放射能調査
放射能のバックグランドを測定し、環境放射能の

水準を把握するため、文部科学省（現在は原子力規
制庁）の委託を受け、昭和６２年度から調査を行って
いる。令和４年度も引き続き、定時降水中のβ線や、
県内５か所でモニタリングポストにより空間放射線
量率の測定を行うとともに、大気浮遊じん、降下物、
土壌、野菜、牛乳等のγ線を測定し、環境中に存在

する放射性核種の調査を行った。
なお、令和４年度は、県内３か所のモニタリングポ

ストの機器更新を行った。
（イ）化学物質環境実態調査

平成２５年度から環境省の委託を受けて、環境リス
クが懸念される化学物質の大気環境中の量を調査し
ている。その結果は、「特定化学物質の環境への排
出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」
の「指定化学物質」及びそれ以外の化学物質に係る
施策の基礎資料等として利用されている。

ウ 精度管理

令和４年度は酸性雨測定（全環研）に関する分析
機関間比較調査、原子力規制庁委託環境放射能水準
調査に関する精度管理、国際原子力機関（IAEA）
の海水の放射能分析についての精度管理事業に参加
した。

エ 調査研究

（ア）酸性雨調査
平成３年度から全国環境研協議会の酸性雨全国調

査に参加している。
また、県内における酸性雨の実態と推移の把握を

目的として、大分市において昭和６０年度から継続的
に調査を行っている。
（イ）PM２．５の発生由来等の調査

大分県では、常時監視測定局でPM２．５濃度を測
定しているが、環境基準を超えているため平成２７年
１０月から成分分析を行い、発生源を推定するための
研究を行っている。平成３０年からは、ケイ素および
レボグルコサンを新たな指標成分として加え、分析
を行っている。
（ウ）国立環境研究所等とのⅡ型共同研究

令和４年度は、「PM２．５データの長期的解析」及
び「地域毎のオキシダント高濃度因子の解明」に参
加した。
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区 分
項 目 検 体 数 成 分 数

総 件 数 １，０８０ ３４，７６８

◎行政検査
大気汚染常時監視 １２０ ２５，２３２
PM２．５成分分析調査 ２２４ ４，７８８
交通環境・一般環境調査 ５ ８９８
有害大気汚染物質調査 ２１６ ８７６
浮遊粉じん調査 １２ ６０
その他 １２ ４８

小 計 ５８９ ３１，９０２

◎委託業務検査
環境放射能調査（原子力規制庁） １７２ ２５８
環境化学物質調査（環境省） ３ ３

小 計 １７５ ２６１

◎依頼検査
小 計 ０ ０

◎調査研究
酸性雨調査 ３０８ ２，５６０
その他 ０ ０

小 計 ３０８ ２，５６０

◎精度管理
酸性雨調査 ２ ２０
放射能調査 ６ ２５

小 計 ８ ４５

表３ 令和４年度業務実績（大気・特定化学物質担当）
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⑸ 水質担当

水質担当は、水質汚濁防止法、廃棄物処理法、温
泉法に基づく行政検査、委託業務検査、依頼検査並
びに調査研究を主たる業務としている。

ア 行政検査

（ア）測定計画による調査（公共用水域及び地下水
の水質調査）

公共用水域の水質測定は、昭和４６年度から水質汚
濁防止法に定める測定計画に基づいて実施してい
る。令和４年度は、県担当分の３９河川５８地点、２湖沼
６地点において生活環境項目（９項目）、健康項目
（２６項目）、要監視項目（２５項目）、水生生物保全項
目（３項目）、特定項目（１項目）、特殊項目（２項目）
及びその他項目（９項目）について年１～１２回の測定
を行った。

また、地下水の水質測定は、測定計画に基づき県
担当分の５５井戸において環境基準項目（２７項目）、
要監視項目（２３項目）及びその他項目（７項目）に
ついて年１～２回の測定を行った。

（イ）海水浴場水質調査
県下の主要海水浴場（年間利用者数が、おおむね

１万人以上）の水質の現況を把握するとともに、そ
の結果を公表して住民の利用に資することを目的と
して、昭和４７年度から実施している。

令和４年度は、６か所について、遊泳期間前２回、
遊泳期間中１回調査を実施した。

（ウ）工場・事業場排水監視調査
水質汚濁防止法及び瀬戸内海環境保全特別措置法

に基づく規制対象工場・事業場の排水監視のため、
水質測定を行っている。

令和４年度は、生活環境項目、健康項目等につい
て、２１７検体、１，３９７成分の水質測定を行った。

（エ）廃棄物処理施設等維持管理状況等調査
廃棄物及び清掃に関する法律に基づき県が指導・

監督を行っている産業廃棄物処分場等の維持管理指
導のため、水質測定を行っている。
令和４年度は、金属等の有害物質を中心に排出され
る放流水、浸透水及び地下水等について、１０６検体、
２，０９３成分の水質測定を行った。

（オ）温泉資源監視基礎調査
平成１３年度から、温泉資源の現状を把握し、実施

してきた保護対策の効果を見守るために県が実施し
ている温泉資源監視基礎調査事業に基づき、実施し
ている。

令和４年度は、温泉資源を保護するために指定し
た保護地域等において３４点（大分市、別府市、日田
市、竹田市、由布市、九重町）の泉源において、年
１回、泉温、遊離二酸化炭素等の現地試験や試験室
において密度、ナトリウム等の化学成分の試験を３４
検体、延べ１，８１６成分にわたり行った。

（カ）その他
測定計画外の公共用水域・地下水の水質調査等の

分析を３３検体、延べ２３６成分実施した。

イ 委託業務検査

（ア）瀬戸内海広域総合調査
瀬戸内海全域にわたって、ほぼ同時期に調査を行

い瀬戸内海の水質状況を的確に把握するための調査
で、環境省の委託を受け、昭和４７年度から調査を行っ
ている。

令和４年度は、春季、夏季、秋季、冬季の年４回、
１５地点の表層水、底層水を現地船上において採水、
水温等の測定、試験室において生活環境項目、クロ
ロフィル‐ａ、栄養塩類等を延べ１１８検体、２，４４８成
分の検査を行った。

（イ）化学物質環境実態調査
環境リスクが懸念される化学物質について、特定

化学物質の環境中への排出量の把握及び管理の改善
の促進に関する法律の指定化学物質の指定、その他
化学物質による環境リスクに係る施策について検討
する際の暴露の可能性について判断するための基礎
資料等とするための調査で環境省の委託を受け、平
成２年度から調査を行っている。

令和４年度は、秋季（１１月）に１回、大分川河口域
の船上で採水、採泥及び水温の現場測定等を行っ
た。また、水中の化学的酸素要求量等の一般項目や
底泥中の硫化物濃度の測定を行うとともに、冬期
（１月）には魚体の脂質重量等を測定し、計７検体７９
成分の測定を行った。

なお、化学物質の分析は、環境省委託分析機関で
実施した。
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区 分
項 目 検 体 数 成 分 数

総 件 数 １，１３６ １６，５３４

◎行政検査
測定計画による調査 ５４４ ８，２０４
海水浴場調査 ６６ １３２
事業場監視調査 ２１７ １，３９７
産業廃棄物処理施設等維持管理状況等調査 １０６ ２，０９３

中分析試験 ３４ １，８１６
温泉分析 うち飲用試験

可燃性ガス測定
その他 ３８ ２４６

小 計 １，００５ １３，８８８

◎委託業務検査
瀬戸内海広域総合調査 １１８ ２，４４８
化学物質環境実態調査 ７ ７９

小 計 １２５ ２，５２７

◎依頼検査
中分析試験 ２ １０７

温泉分析 うち飲用試験
可燃性ガス測定

その他
小 計 ２ １０７

◎調査研究
水環境保全・温泉に関する調査研究

小 計 ０ ０

◎精度管理
環境測定分析統一精度管理調査 ４ １２
その他

小 計 ４ １２

ウ 依頼検査

（ア） 温泉分析
令和４年度は、一般からの依頼により２検体１０７成

分の鉱泉分析試験（中分析試験）を行った。

エ 調査研究

（ア）大分県沿岸域における海水温等の長期的な変
動の解析に関する研究

大分県沿岸域における海水温等への気候変動影響
の有無を把握するため，公共用水域の常時監視デー
タを用いて，直近４０年間の長期的な変動を解析し
た。

（イ）気候変動による湖沼の水環境への影響評価に
関する研究

将来の水質等の予測と影響評価を行うために、芹
川ダムを対象とし、湖沼の水温に対する気候変動の
影響として、気温上昇の観点から調査・検討をおこ
なった。

（ウ）国立環境研究所との共同研究
令和４年度は、「災害時等における化学物質の網

羅的簡易迅速測定法を活用した緊急調査プロトコル
の開発」に参加した。

表４ 令和４年度業務実績（水質担当）
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研修状況８
⑴ 衛生環境研究センター主催による研修

⑵ 研修生等の受入状況

⑶ 研修参加状況

研 修 名 等 研 修 等 の 概 要 期 間 参加者数 実 施 担 当

なし（企画）

研 修 名 所 属 研 修 者 期 間 参加者数 実施担当

新型コロナウイルス感染症
検査 大分家畜保健衛生所 獣医師 Ｒ４．５．２５ １ 微生物

新型コロナウイルス感染症
検査 大分家畜保健衛生所 獣医師 Ｒ４．６．９‐６．１０ ２ 微生物

新型コロナウイルス感染症
検査 大分家畜保健衛生所 獣医師 Ｒ４．７．１３‐７．１４ ３ 微生物

SSH研究機関訪問研修 大分県立佐伯鶴城高校 １年生 Ｒ４．９．２０ １６
企画・管理、化学、
微生物、大気・特
定化学物質、水質

研 修 内 容 参 加 先
参 加 職 員

期 間
担 当 氏 名

令和４年度環境放射能分析研修
「ゲルマニウム半導体検出器による
測定法の基本」

公益財団法人日本分析セン
ター

大気・特定
化学物質 甲斐 太郎 Ｒ４．４．２６～４．２８

令和４年度環境放射能分析研修
「ゲルマニウム半導体検出器による
測定法」

公益財団法人日本分析セン
ター

大気・特定
化学物質 甲斐 太郎 Ｒ４．５．２３～５．２７

第６３回日本臨床ウイルス学会 Web開催
（日本臨床ウイルス学会） 微生物担当 髙嶋 絵実 Ｒ４．６．１８～６．１９

衛生微生物技術協会第４２回研究会 Web開催
（国立感染症研究所） 微生物担当

塚本 伸哉
池田 稔
溝腰 朗人
髙嶋 絵実
赤星 諒
遠藤 智哉

Ｒ４．６．３０～７．１

感染症流行予測調査担当者会議 Web開催
（国立感染症研究所） 微生物担当

池田 稔
髙嶋 絵実
赤星 諒

Ｒ４．７．６

FDSCセミナー 大田区産業プラザ
（東京都） 化学 鷲野 美希 Ｒ４．７．７

JASIS２０２２
（日本分析・科学機器説明会）

幕張メッセ国際展示場
（千葉市） 化学 鷲野 美希 Ｒ４．９．７～９．９

令和４年度検査機関に対する検査能
力・精度管理等の向上を目的とした
講習会（検査能力向上講習会）

Web開催
（国立感染症研究所） 微生物担当

池田 稔
髙嶋 絵実
赤星 諒

Ｒ４．９．８～９．９

日本温泉科学会第７５回大会 豊後高田市役所
コスモスホール

大気・特定
化学物質

水質

久保﨑 範行
山村 知紗
河野 友彰
安藤 大生

R4.9.8～9.9

第４６回瀬戸内海水環境研会議 和歌山県民文化会館
（和歌山市） 水質担当 阿部 奈望 Ｒ４．８．１８

第４回 SFTS研究会・学術集会 Web開催
（国立感染症研究所） 微生物担当

池田 稔
髙嶋 絵実
赤星 諒

Ｒ４．９．１０
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研 修 内 容 参 加 先
参 加 職 員

期 間
担 当 氏 名

光化学オキシダント自動計測器の校
正に係る研修

福岡県保健環境研究所
（太宰府市）

大気・特定
化学物質 安藤 大生 Ｒ４．９．３０

第４８回九州衛生環境技術協議会 Web開催（担当：熊本市） 化学 廣田 梓 Ｒ４．１０．４

令和４年度 薬剤耐性菌の検査に関
する研修 基本コース Web開催＋実技 微生物担当 溝腰 朗人

遠藤 智哉 Ｒ４．１０．５～１０．６

令和４年度第４８回九州衛生環境技術
協議会 Web開催（熊本市） 微生物担当

塚本 伸哉
池田 稔
溝腰 朗人
髙嶋 絵実
赤星 諒
遠藤 智哉

Ｒ４．１０．１３～１０．１４

令和４年度第４８回九州衛生環境技術
協議会 Web開催（熊本市） 大気・特定

化学物質

甲斐 太郎
河野 友彰
河村 勇祐
安藤 大生

Ｒ４．１０．１３～１０．１４

環境大気常時監視技術講習会 神戸市産業振興センター
（神戸市）

大気・特定
化学物質 安藤 大生 Ｒ４．１０．２４～１０．２５

第５９回全国衛生化学技術協議会 国立医薬品食品衛生研究所
等（川崎市） 化学 廣田 梓

菊本 弘樹 Ｒ４．１０．３１～１１．１

地方衛生研究所全国協議会近畿支部
自然毒部会 Web開催（担当：京都市） 化学 廣田 梓 Ｒ４．１１．４

第１１８回食品衛生学会 出島メッセ長崎（長崎市） 化学 菊本 弘樹 Ｒ４．１１．１０～１１．１１

GC/MS基礎講習（Agilent社） アジア太平洋トレードセン
ター（大阪市）

大気・特定
化学物質 河村 勇祐 Ｒ４．１１．１５～１１．１８

令和４年度：アニサキスを中心とした寄
生虫性食中毒に関する技術講習会

Web開催（主催：地域保健
総合推進事業） 微生物担当 溝腰 朗人 Ｒ４．１１．１７

動物由来感染症レファレンスセン
ターWebミーティング

Web開催
（国立感染症研究所） 微生物担当 池田 稔 Ｒ４．１１．１８

第４５回農薬残留分析研究会 かがわ国際会議場（高松市） 化学 武田 亮 Ｒ４．１１．２４～１１．２５

令和４年度地域保健総合推進事業に
係る地域専門家会議（九州ブロック） Web参加（担当：福岡県） 化学 長田 綾美

鷲野 美希 Ｒ４．１１．２５

数理統計研修 県庁舎新館１３階OAプラザ
微生物

大気・特定
化学物質

水質

溝腰 朗人
久保﨑範行
甲斐 太郎
松田 貴志

Ｒ４．１１．３０～Ｒ４．１２．２

地衛研Webセミナー（第１回）
微生物分野における次世代シーケン
サーの活用

Web開催（地衛研） 微生物担当

塚本 伸哉
池田 稔
溝腰 朗人
髙嶋 絵実
赤星 諒
遠藤 智哉

Ｒ４．１２．８

オンラインセミナー
試薬の安全な取扱い

Web開催
（富士フイルム和光純薬） 水質担当 松田 貴志 Ｒ４．１２．２２

自然毒調査研究に係る先進地視察 福井県衛生環境研究セン
ター(福井市) 化学 廣田 梓 Ｒ４．１２．２２～１２．２３

生物学的調査研究推進のための研修会 Web開催（福岡市） 微生物担当 溝腰 朗人 Ｒ４．１２．２３

オンラインセミナー
ピペットの校正間のチェックとメンテナンス

Web開催
（メトラー・トレド） 水質担当 阿部 奈望 Ｒ５．２．１

地方衛生研究所全国協議会衛生理化学分野研修会 Web開催 化学 末永 稜典 Ｒ５．２．２

オンラインセミナー
ピペットの使い方 基礎編

Web開催
（メトラー・トレド） 水質担当 松田 貴志 Ｒ５．２．８

マリントキシンセミナー２０２３
Web開催（主催：アジレン
ト・テクノロジー㈱、林純
薬工業㈱）

化学 鷲野 美希 Ｒ５．２．１０

九州ブロック模擬訓練事業結果検討
会

福岡県保健環境研究所(福
岡県太宰府市) 化学 鷲野 美希 Ｒ５．２．２４

オンラインセミナー
ピペットの使い方 基礎編

Web開催
（メトラー・トレド） 水質担当 阿部 奈望 Ｒ５．３．８
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